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みなさん、こんにちは︕「ODAマン」です。
鷹の爪団が解説する「ODA読本」もなんと5巻目︕
今回は、「アフリカ」ですよ「アフリカ」︕
注目度は高いものの、遠すぎてなじみのないアフリカ大陸。
でも、日本のODAはアフリカでもすごく頑張っています︕

日本は重要な外交ツールであるODAを通じて、
開発途上国の抱える課題の解決に貢献し、
良好な二国間関係を築いているんです︕

米作りにICT、遺跡や遺物の保護にまでODA︕
今回も、どんな物語が展開されるか乞うご期待です︕
最後まで何卒よろしくお願いしますよ︕

はじめに
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アフリカの米作りにODAの巻

むぅ～ 
世界征服するにしてもアフリカは
どうやって征服するべきか

あまりに日本から
遠すぎるんじゃよ。
何食べているのかも
分からんし…
それにしょっちゅう
食料危機みたいな事も
起きてるでしょ︖

あっ
ODAマン︕

普通に楽しく
征服すればいい
じゃないですか︕

だから日本は今
アフリカに
米作りの支援を
しているんです

詳しく知りたければ
キツネザルの
ベローシファカの
物まねをして
ください︕

行きますよ︕アフリカでお米を
食べてるの︖
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アフリカの米作りにODAの巻

違います
マダガスカルです

特別にアフリカのODAにやたら詳しい
荒船里香さんに解説してもらいます

ん︖これは…
日本かな︖

ODA担当の方︖

あの、バオバブの木とかアイアイで
有名なアフリカの島国じゃね︖

そうです
マダガスカルは
伝統的にコメ作りが
有名でして
実はコメの消費量は
日本人の２倍も
あるんです

いいえアフリカの
ODAに詳しいだけの
一般人です

マダガスカルの
米の収穫量は
１ヘクタールあたり
2~3トンと少なく
生産性向上が
課題だってネットに
書いてありました
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アフリカの米作りにODAの巻

ⒸJICA ⒸJICA

これによって4300戸もの
農家がその恩恵にあずかる
ことが期待されてるんです

サイクロンや干ばつで
生産量が安定しない
ことに加えて

農業用水の管理を
難しくしているって…
ネットに…

もうネットって
言わんでいいから

日本は
令和３年度で
全国平均で
5.3トンなので
日本の約半分
ですね

水源となる
上流域の森林が
荒廃し
土砂が河川や
灌漑用水に
流れ込み

水田に水は
絶対欠かせない
もんじゃからねぇ
そりゃ深刻じゃ

そうです︕アロチャ湖南西
地域灌漑施設改修計画が
実施され約1万ヘクタールの
灌漑施設が改修されました︕

それで日本のODA︖

アロチャ湖周辺は
マダガスカル最大の
米の生産地で
約50年前に作られた
灌漑施設が老朽化
土砂の流入で安定的な
水の供給が
難しくなっています

地元の農民が自主的に
維持管理できる構造の
ゲートを採用し利用する
組合員の使用料金の
徴収を向上させ
施設のみならずそれを
運用する組織作りから能力向上までを
ODAでサポートしているんです︕

前に教えてもらった
カンボジアの上水道や
ベトナムの鉄道でも
施設を作るだけでなく
それを自分たちで
運用する組織作りまで
日本がサポートして
いたもんねぇ

かんがい
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アフリカの米作りにODAの巻

マダガスカルだけにODAで
“また助かる︕”訳じゃな︕

ちょっと
わしの渾身のダジャレに
誰か反応してよ…

大丈夫かね︖
噛まないよね︖

それ完全に
わし限定じゃ
ないかね︕︖

2000年のオリンピックでは
金メダル獲得してたよね︕

いやしかし コメ作りの話の
はずなのに一向に田んぼが
見えないんじゃが

いや その時
カメがルンルン
している絵を
描いたら
DXファイターに
吹き飛ばされた
から覚えて
おるんじゃ

赤いマントを
着ている中年男性
以外は噛まない
ですから

ここはアフリカ大陸のカメルーン
サッカーが強くて有名な国です

はい では
皆さん次に行きましょう

次は もともと米食
じゃなかった地域に
米食を根付かせた
事例をご紹介します︕
このライオンに
乗ってください

それじゃ行きますよ～

ほぉ ここはどこかな︖

あー︕

いや もう目の前に
稲がありますよ︖要らんこと

しましたね…

意外にサッカー詳しいですね総統
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アフリカの米作りにODAの巻

ほぉ…で
麦でなく米を︖

はい︕カメルーンには
日本のお米のような
田んぼで育てる水稲も
ありますが

ネリカ米︕
聞いたことないけれど
昔ながら育てられてきた
お米なのかな︖

なるほどねぇ～︕
アフリカで米って
ちょっと
イメージ違ったけど
実はベストチョイス
だったのか

いいえ カメルーンではもともと
プランテンやキャッサバ
ヤムイモなどが主食でしたが

近年ライフスタイルの
変化に伴って米や麦の
消費量が伸びてきました

コメの方が麦よりもアフリカの
気候にマッチしていたということと
アフリカには未利用の湿地帯が多く
これらが米作りに使えるってこと
それとなにより日本は米作りを
長年やって来た国ですから
沢山の知見と経験が生かせる
という点があります

ええっ︕︖
これ︖

これが今回ご紹介
したいネリカ米︕

これは陸稲と言って
畑に出来るんです

りくとう

でもその需要に生産が
追いついておらず
2017年段階で約70万トン
ものお米を輸入に頼らざるを
得なかったんです
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アフリカの米作りにODAの巻

でもマダガスカルほど
水が潤沢にない地域を
抱えるアフリカの
国々では水稲は
適さない

そこで『アフリカ稲センター』では日本の支援に
よって陸稲のネリカ米を開発したんです

水が潤沢にない地域を
抱えるアフリカの

『アフリカ稲センター』では日本の支援に『アフリカ稲センター』では日本の支援に

ネリカ米は
収穫量の多い
アジア稲と病気に
強いアフリカ稲の
交配によって
生み出された
んですよ

水稲の方が収穫量が
多いというメリットは
ありますがその分水の
管理が必要になったり
そもそも稲作に慣れて
いない人たちには陸稲の方が育て
やすいというメリットがあります

お︕せっかく育てた稲を
ドラム缶で叩いておる

ところ変われば
品変わるとは言うが
簡単でいいねぇ陸稲は籾が落ちやすく

ああやってドラム缶に
叩きつけるだけで
脱穀できるんです

あれは脱穀しているんです

雨が少なければ
水が少なくても育つ
品種を開発すれば
いいのか
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アフリカの米作りにODAの巻

でもどうして日本は
そんなにアフリカでの
米作りに熱心なんだ︖

日本では『アフリカ稲作
振興のための共同体・カード
(CARD）』を立ち上げ
アフリカの米生産量を
倍増することを目的に

CARD参加国の稲作振興戦略策定の
支援を行っているからです

2008年から2018年の
フェーズ1でコメ生産量は
1400万トンから
2800万トンに倍増︕
現在フェーズ２が進行中で

なるほど…
日本と言えば
2000年に渡り
米作りをして
きた国

その一方で
まだまだ貧困や飢餓に
悩まされている地域も多く
食糧の安全保障と
栄養への取り組みは
喫緊の課題なのです

お腹いっぱい食べられる
ことがすべての生命の
基本じゃ
相変わらず日本のODAは
人に地球に優しいねぇ
ぬぅ…
わしも腹が減って来たわい

2019年から2030年までにさらに
倍増することを目標にしているんです

その国で培われた
技術と知見で、
日本ならではの
“痒いところに手が
とどく”支援をして
いる訳か

近年アフリカでは急速な
都市化が進み経済成長も
目を見張るものがあります
さらに豊富な天然資源を擁し
潜在的なポテンシャルの
高さから21世紀最大のフロンティアと
言われて期待が高まっているんですよ

そりゃ
日本にとってもお家芸
しっかり支援して
いきたいもんだね︕

きっきん
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アフリカの米作りにODAの巻

アフリカの
米作りにODA︕
アフリカの
米作りにODA︕

向こうの方が
一緒にご飯
食べないかって
誘ってますよ︖

いやぁー
うまい︕
なんて料理
なんじゃね︖

噛めば噛むほど
ネリカ米のうま味が
口に広がって
カメルーンだけに
“噛めばルンルン”
だな︕ つまんねぇこと

言ってんじゃねぇーよ!!!

えええー︕
いいんですかぁー︕

他に玉ねぎと一緒に炊きこんで
ソースやスープ料理と一緒に
食べることが多い

カメルーンのクスクスです

お前これだけの為に
現れたのかぁぁぁぁぁぁ!!!
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アフリカのICT発展にもODAの巻

ええーっと 次は ライオンの檻に入って
食べられずに
掃除するバイトかぁ…

危険な割に時給が低いなぁ

荒船里香さんと
ODAマン︕

今の時代
ネットワークが
不安定だと仕事も
出来ませんよね︖

ぬあああ
困るなぁ
これじゃ
バイト探しが
出来ないじゃ
ないかぁ
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アフリカのICT発展にもODAの巻

という事は
これも何かアフリカの
ODAに関係あるのかな︖

知りたかったらこちらの
ゴリラと一緒に
大きく胸を叩いてください

さあさあ 行きますよ︕

えーっと ここはどこかな︖

まずご紹介したいのがこの建物︕

おおお︖これはルワンダの
IT企業なのかな︖

ここはK-labとFab-Lab
（ケーラボ・ファブラボ）
このルワンダの
イノベーションセンターです

ここは中部アフリカの
内陸国ルワンダです

マウンテン
ゴリラで
有名な国
なんですよ

はい︕胸を叩いて︕

ぬあああ
ゴリラじゃあ︕

それでゴリラ
だったのか
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アフリカのICT発展にもODAの巻

イノベーションセンター︖
そういうカタカナ言葉には
馴染みが無いんで詳しく
教えてもらえますかね︖

日本ではあまり
知られていませんが
実はルワンダは
アフリカでも有数の
ICT立国を目指す
国なんです

と言うのもルワンダは
内陸国な上に資源も少なく 

これと言った大きな
産業がありません

アフリカは内戦で傷つくと
どこも深刻な爪痕を残すよねぇ

そこで付加価値の
高い産業の育成が
必要となり

K-labは起業意欲に溢れる現地の若者に向けて
開かれた無料のインキュベーションルームです

インキュベーションとは
卵などがヒヨコに孵る
などの孵化を意味します
ここは現地の
お金も無く
経験のない
若者たちにも

その政府の要請を
受け日本はODAで
このK-labと
Fab-labを作り
ルワンダの若者の
ICT教育と
企業支援を行って
いるんです

気兼ねなく無料で
テクノロジーに
触れて貰う
オープンスペース
なのです
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アフリカのICT発展にもODAの巻

ここで生まれた
ビジネスはすでに
ルワンダで実用化
されているものも
多く

Fab-Labは
“ものづくり”を
メインにしていまして
3Dプリンタやレーザー
カッターなどの機材を
用意しています

と言うのも
90年代の内戦で
国内は荒廃し
気軽に新しい製品を
作る工場や技術も
無くなって
しまったんです

なるほどなぁ︕
日本のODAは水や道路
食糧だけでなくこういった
付加価値の高いと
言われる分野にまで
支援を広げておるのかぁ︕

ただルワンダでの
テクノロジー支援は
こうした
イノベーション
センターの設置や
運営だけではダメ
なんですよ

ぬあああああ!!いきなりの雷雨か…

例えば市内を走る
バスの運賃を
モバイル決済する
システムも
開発されました

これによって新しい
製品の試作品を作る
ことが手軽にできる
ようになったん
ですよ

しかしFab-labの
お陰で自分たちの
暮らしに役立つ
様々な製品を
作り出すことが
可能となり色々な
場面で技術革新を
起こし始めています

ルワンダには
もう一つ
名物があるんですよ
それが…

ようになったん

13

アフリカのICT発展にもODAの巻

ここで生まれた
ビジネスはすでに
ルワンダで実用化
されているものも
多く

Fab-Labは
“ものづくり”を
メインにしていまして
3Dプリンタやレーザー
カッターなどの機材を
用意しています

と言うのも
90年代の内戦で
国内は荒廃し
気軽に新しい製品を
作る工場や技術も
無くなって
しまったんです

なるほどなぁ︕
日本のODAは水や道路
食糧だけでなくこういった
付加価値の高いと
言われる分野にまで
支援を広げておるのかぁ︕

ただルワンダでの
テクノロジー支援は
こうした
イノベーション
センターの設置や
運営だけではダメ
なんですよ

ぬあああああ!!いきなりの雷雨か…

例えば市内を走る
バスの運賃を
モバイル決済する
システムも
開発されました

しかしFab-labの
お陰で自分たちの
暮らしに役立つ
様々な製品を
作り出すことが
可能となり色々な
場面で技術革新を
起こし始めています

ルワンダには
もう一つ
名物があるんですよ
それが…



14

アフリカのICT発展にもODAの巻

そうなんです
実はこのルワンダ
世界でも有数の
落雷地域なんですよ

雷が落ちると
その周辺に『雷サージ』と呼ばれる
短時間で一時的に異常な過電圧・
過電流が発生します

発生した雷サージは
近くの電源線や通信線を
通って建物内に侵入し
電化製品や通信機器に
被害を及ぼすんです

この雷サージは
落雷した地点から
離れていても影響は
及ぶことがあって

テレビが
壊れたのは
そういう
理由なのか

そこで有効なのが
SPDと呼ばれる避雷器

まぁ
雷は電気じゃからね

まえにうちも近所の
落雷でテレビが
壊れたことがあるわい

建物への
直接の落雷で
なくても被害を
もたらす
可能性が
あるんです

落雷はこうした
精密機器は勿論
家電製品に
大きな被害を
もたらします

雷サージによって機器に加わる過電圧を制限し
電化製品を保護することが可能なんです
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アフリカのICT発展にもODAの巻

雷対策に乗り
出したんです

おおっ︕
前にも出てきてたね
ABEイニシアティブ︕

簡単に言うとアフリカと
日本の民間企業を橋渡しして

アフリカの発展とこの先の日本とアフリカのビジネスを
盛り上げる若い人材を育てるODAのことです

彼がきっかけでルワンダの雷被害に
ついて知り実際に現地を訪れ

これらの装置を
ルワンダで設置
しているのが
音羽電機工業で
日本で唯一の
雷対策一筋の
スペシャリスト
なんですよ︕

また雷被害対策を
現地の方へ教える
技術支援も
しているんです

音羽電機工業は
第一期の
ABEイニシアティブで
来日したルワンダの
学生アミリさんを
受け入れました
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アフリカのICT発展にもODAの巻

その後JICAなどの
サポートを受けながら
雷による通信機器や
人的被害の対策に
乗り出しビジネスを
拡げているんです

しかし
日本とアフリカでは
いろいろ勝手が違って
大変なんじゃろうね

そうなんです

その地域の特性に
合わせたソリューション
こそがアフリカでの
ビジネスの鍵となる訳で

音羽電機工業も丁寧に
現地での調査を繰り返し
本当に必要な支援を
続けているそうです

ええっ︕︖
普通逆じゃ
ないの︕︖

3日に1度 キオスクに携帯電話を
充電しに行くのに10キロ歩いて
往復する人もいるようで…

音羽電機工業も
当初は日本での
対策経験で対応が
できると思って
いましたが
そうではないと
分かったのです

ABEイニシアティブで
訪れたアミリさんが
現地で会社を立ち上げ
一緒にルワンダで
ビジネスに成長させ
ようと考えている
そうですよ

ルワンダは
2021年3月時点で
携帯電話の普及率は83％
一方でルワンダの一般家庭
電気を供給できる設備が
どの程度あるかを示す電化率は
65％程度と言われています

さらに雷の正体が電気だ
という基本的な科学の
知識が無いため雷の
被害にあうケースもあり
子どもたちの為に
鬼ごっこなどの遊びを通じて雷から
身を守る教育も行っているそうです
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アフリカのICT発展にもODAの巻

協力からともにビジネスへ

日本の企業が
アフリカで確実に成果を
上げていってるんですよ︕

先端技術と一口に言っても
その地域の特性に
合わせた多方面な支援が
大事なんじゃねぇ

じゃあわしも
別のコンビニの
Wi-Fiで
バイト探し
してきます

アフリカ
での市場が
拡大する
ことが
見込まれて
います

今後は世界に新たな
市場を開拓していく
日本企業と
その優れた技術を
求めるアフリカの
国々のニーズが
マッチし

どうでした︖ルワンダでの
ODAの様子︖

なるほどねぇ

そういうことです

アフリカの
ICT発展にもODA︕
アフリカの
ICT発展にもODA︕
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大エジプト博物館にODAの巻

壊れてるぅぅぅ︕壊れてるぅぅぅ︕

わしが
小学2年生の時に
紙粘土で作った
笑顔のウミウシが
壊れてるぅぅぅ

言うよ︕村の美術展で
佳作を貰ったんじゃよ︕︖

人生の中で人に褒められた
唯一の出来事なのに︕
誰なの 壊した人︕

うるせぇな
そんなもので
ギャーギャー
言うなよ

だったら修復したら
いいじゃないですか

という事はこれも
ODAに何か関連が
あるのかな︖

ODAマンと
荒船里香さん︕︖
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大エジプト博物館にODAの巻

知りたかったら
太陽の船に乗って
ください ではまいりますよ︕

ここは…分かるぞ︕
エジプトじゃね︖

ピカピカじゃないか︕
新しい博物館なのかね︖

ほぉ～建設を︕

だんだん分かってきましたね︕その通り︕

今回ご紹介したいのが
あちら︕

大エジプト博物館︕︕

…いやいやいや
でも日本のODA
じゃからそれだけ
じゃ済まないん
じゃないの～︖

単一の文明を扱う博物館としては
世界最大の博物館建設を日本は
支援してきました

そうです

どうやって
うちに
入れたの︕︖

この大エジプト
博物館の建設と
共に遺物の修復・
運搬にも日本の
知識と経験が
活かされて
いるんです

知識と経験が
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大エジプト博物館にODAの巻

やっぱりねぇ～︕

ご存じの通りエジプトは
古代四大文明の一つ

そりゃそうじゃ︕
壊したら取り返しが
つかんことになる

そこでまず
大エジプト博物館の開館を
成功させるために

これには
2008年から2016年までの間に
日本から180名もの専門家を派遣
研修者は延べ2250名にも︕

当初は精巧なレプリカを使って
現地スタッフに予防保存と
保存修復の研修を行いました

そんなに
たくさんの人を
派遣したの︕︖

2016年からは
いよいよ本物の
遺物を対象にして

2008年から大規模な保存修復
プロジェクトがスタートしました

日本国際協力センターと
東京芸術大学が
専門家を派遣
現地の研究者と共に
ツタンカーメン王を
はじめとする重要遺物の
保存修復作業を
行ったんです

ピラミッドや
スフィンクスのような
遺跡に加え数多くの遺物や
ミイラが発見されています
新しい博物館にそれらを
運搬するのは容易なこと
じゃないんです
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大エジプト博物館にODAの巻

ツタンカーメン王︕滅茶苦茶緊張した
じゃろうねェ…失敗できないし

過去に遺物を運搬した際
10％程度も損傷したことがあったとか

それだけじゃありません
と言うのも
両国はそれよりずっと
昔からお互いの
信頼関係があったのです

エジプトでは
日本の『学級会』『教室の掃除』といった特別活動を
各地の学校で採用しているくらい日本に信頼を置いて
いるんですよ

日本にお願いしているのは
３つある。それは文化、教育、
再生可能エネルギーだ。
誰が文化や教育を他国に
頼みたいものか。
でも信頼している日本だから
頼んでいるのだ。

エジプトのエルシーシ大統領が
こんなことを言っています

結構カジュアルに
傷つけちゃったね…

そうです
しかもそれを
今度は
新しい博物館に
運ばなくちゃ
いけません

そこで美術品運搬に実績の
ある日本通運株式会社の
協力により運搬が
行われました
日本でも文化財の仏像
などの運搬に用いられてきた非破壊検査の
技術や伝統的な和紙で保護するなど
日本の知見と技術が活かされてきたのです

そこで美術品運搬に実績の
日本通運株式会社の

日本でも文化財の仏像
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確かに世界の宝ともいうべき古代エジプトの遺物を委ねるには
それだけの信頼が無ければいかんという訳じゃね︕

決して一朝一夕の関係じゃなく
長い年月の積み重ねがあってこその
事業だった訳か

という訳で総統のウミウシの修復は
僕に任せて下さ…

誇らしいねぇ～

そうですよね

いや絶対ダメ︕

いやぁ～
エジプトの人たちの
日本に対する信頼を
目の当たりにして
ちょっとウルっと
来ちゃったよ

古代エジプトの遺物の
修復・運搬にもODA︕
古代エジプトの遺物の
修復・運搬にもODA︕
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